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こ
の
家
は
上
野
城
下
■
の
東
北
の
出
入
口
に
当
た
り
、
町
こ
と
ド
級
武
■
、
農
家
が
混
在

す
る
赤
坂
町
に
所
在
す
る
。
芭
蕉
の
父
松
尾
典
左
衛
門
が
柘
植

（現
伊
賀
町
）
か
ら
当
地
に

移
住
し
た
後
、
芭
蕉
の
兄
半
左
衛
門
の
住
居
と
な
り
、
さ
ら
に
明
治
時
代
ま
で
代
々
、
松
尾

家
の
住
居
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
芭
蕉
の
生
家
と
さ
れ
る
が
、
芭
蕉
の
生
誕
地
に
は
ほ
か

に
，
賀
町
拓
値
の
説
も
あ
る
。
敦
地
に
は
主
屋
の
ほ
か
、
土
蔵
と
切
一云
造
技
瓦
葺
の
小
建
物

が
あ
り
、
こ
の
小
建
物
は
芭
煮
が
郷
■
の
伊
賛
に
滞
在
中
に
利
用
し
た
庵
に
振
せ
ら
れ
、
整

備
さ
れ
て
釣
月
軒
の
庵
号
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
家
は
平
人
の
町
屋
の
形
式
を
も
ち
　
北
側
に
一
列
に
ミ
セ
、
ナ
カ
ノ
マ
、
ザ
ッ
キ
の

三
室
を
並
べ
、
肯
側
は
通
り
上
間
と
し
、
土
間
は
中
戸
で
前
後
に
三
分
す
る
。
■
尚
は
角
屋

と
な
っ
て
さ
ら
に
背
後
ま
で
長
く
延
び
、
一言
宣
の
小
間
や
雪
ほ
、
風
呂
は
こ
の
角
屋
部
分
を

占
め
る
「
ナ
カ
ノ
マ
が
四
員
と
小
規
模
で
あ
る
こ
と
や
、
ザ
ツ
キ
に
床
、
棚
、
平
書
院
や
円

法
長
押
が
備
え
ら
れ
、
整

っ
た
書
院
座
敦
と
な

っ
て
い
る
こ
Ｌ
、
ナ
カ
ノ
マ
と
ザ
ツ
キ
の
境

に
板
欄
間
を
入
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
家
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
二
階
は
表
の
実
行
二
間
分

を
ミ
セ
か
ら
梯
子
な
ど
で
出
入
り
す
る
つ
し
と
し
て
、
奥
と
は
■
壁
で
仕
切
り
、
中
戸
の
奥

の
通
り
土
間
の
上
部
も
大
半
，
■
間
か
ら
昇
降
す
る
つ
し
と
し
て
い
る
。

小
屋
組
は
三
通
り
の
桁
行
梁
上
に
登
梁
を
架
け
、
母
屋
綺
を
支
え
る
単
純
で
疎
ら
な
帯
造

で
あ
り
　
二
階
の
居
〓
的
な
利
用
は
未
発
達
で
あ
る
も
の
の
、
椋
高
は
高
い
。
表
の
痒
具

は
、
現
状
で
は
土
問
側

・
ミ
セ
前
面
と
も
に
出
格
子
で
あ
る
が
、
当
初
は
■
間
側
は
摺
■

一ｒ
、
ミ
セ
前
面
に
雨
戸
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
つ
し
三
階
に
は
格
子
窓
と
引
違
戸

の
組
合
せ
が
用
い
ら
れ
る
。

大
き
な
改
変
は
見
ら
れ
ず
、
江
練
さ
れ

ょ
く
整

っ
た
意
匠
を
も
つ
町
屋
で
あ
る

が
、
建
築
年
代
は
芭
蕉
生
家
の
説
に
か
か

わ
ら
ず
、
主
屋
　
釣
月
軒
と
も
に
江
戸
時

代
末
期
と
み
ら
れ
る
．
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報道機関 各位

報道発表資料
日本の 20陛紀遺産 20選の選定について

日本イコモス国内委員会

報道用説明会の開催日 12月 8日 (金)16:00～ 17 00

場 所 工学院大学新宿校舎 1317号室

〒1638677 東京都新宿区西新宿 124 2 TEI,0383400120

本件に関するF.lい合わせ先

後藤 治 (日 本イコモスE■ 内委員会 20世紀遺産 20選選定 WG主査)

工学院大学 TEL 03 3340 0120 ogotoCcc kogak・ lin ac ip

山名善之 (日 本イコモス国内委員会 20世紀 J内学術委員会委員長)

東京理科大学 TEL 090 5572 6874 ateliervaman“¨ut100k ip

矢野和之 (日 本イコモスF■ 内委員会事務局長/文化財保存計画協会)

日本イコモス事務局 TEL 03 3261 5303 JpicOmOSQapallicomos org



報道機関 各位
このたひt日 本の 20世 |・L遺産 20選を (別紙 1)の通り、選定いたしましたので iF
告いたします。

コネスコL界文化遺産に関する諮問機関であるイコモス (ICOMOS/国 1祭記念物遺跡
会議、Intcrna● onal Council on Mollulncnts and Sites)は 文化遺産に関わるきまざまな課

題や問題について、それぞれの分野ごとに国際学術委員会 (ISC)を設置して取リネ月んで

います。そのひとつに 20世紀の文化遣産 (以 ド、 「20世紀遺産Jと 略す)の様々な課題
について.II論する 20世・P―l際学術委員会 (ISC20c)があります。20世紀遺産は文化遺

産に関わる NGOtr DOCOMOMO(Documentation and COnservation of buildings,

sites and neighborhoods Ofthe■l10dern Movement)等の活動により近代建築運動の建築

作品の文化遺産としての価値がひろく認められるよう|こなり、 「ル コルビュジエの建築
作品―近代建築運動における顕著な貢献Jをはじめ著名な建築家による建築作品が陛界文

化造産に登録されてきました。一方、世界文化遭産に登録された 20世紀遺産が著名な建

築家による建築作品に偏っている状ル]を受
'す

て、20世紀遣産の多様性についての議論の

必要性が 2010年頃から指摘されはじめました。そこで、ISC20cに委員 として常蒔出席

りる 30か国ほどの国にあるイコモス国内委員会に置かれた対応組織である 20■紀国内

学術委員会 (NSC20c)に 対し、課題の議論を促進するために各国の 20世紀遺産を 20

件、写真と共に提出することが求められまし́た。これを受ける形で 日本イコ■ス国内委
員会では、2018年より20世紀国内学術委員会 (NSC20c/主 査 :山名善之)においてこ
の課題に取り絶むことを開始し、 「日本の 20世紀追産 20選 Wm (主 査 :後藤治)を
設置し、これまで議論を重ねてきました。

このたびその議論の結果がまとまり、イコモス国内委員会理事会において、その選定が

了承されましたので、ここに発表する次第です。

男1紙 1の リストには、既に世界文化遣産となつている原爆 ドームの範
「
拡大の提案を含

むため、合]で 21か所の文化造産が記載されています。各遺岸の次に示した一文は、
W(1が選定の根拠とした理由です。各董産の最後に示したローマ数字の番号は 世界遺岸
に推薦する際に根拠となる評価基準である「顕著で普遍的価値 (011tstanding

Un市ersal Value)J(別紙 2)の該当番号です。

各遺産の詳細については 日本イコモス国内委員会ホームページをご参照いただけます
と十いです.

なお、各遺岸に示したJア ゾーン (構成資産がある地域) バッファーブーン (遺産の
景観等に配|ぎする績衝地域)は 世界遺産の推薦にあたって設定する必要があるゾーニン
グです。本来こ17ゾーニングは、文化財としての保護の範囲、景観上の規痛1や都市計画上

の措置に基づいて決定されるものです。今回示したブーニングは そうした法的措置とは
無関l.~に、想定される範囲の一案として示したものです。 したがって、実際のl■薦を行う
場合には より厳密な検討が必要になります.



(別紙 1)
日本の 20世紀遠藤 20選

◎  広島平fl記念資料館及び平Fl記念公園 /第二よヽ戦からの復興 原爆 ドームのエクステンション/1V
Ⅵ

①  ■野恩賜公国と文化施設群 (表慶館 東京日立,I・館本館 日立T4学博物館 東京文イヒ会館他)/境内から
公園´ヽ/n I.r

② 日立代々木E内総合疑■場/大規模空間建築のlT―作/1 Ⅳ

O 立山Tt防施設群 /水系―貢の総合的砂防システム/r コ V

④ 黒部,水系の発電施設群/自 然と一体化した電源開発の究lP/Ⅳ  n、 V

O 瀬戸大橋 /橋技術のシンボル/1 Ⅱ

⑥ 肯画トンネル /L界 il長 の海庄 トンネル/1 ロ

④ 丼鶴の海軍施設と.f市計画 /生き抗ける軍都の格子状街路と赤煉瓦の施設=/Ⅳ
O 南禅t界限の近ヽ庭国群 /露琶湖疏水を清川]した 20世千この和風庭コ 住宅計 都市H,部同■/V Ⅳ

◎ 隅日川橋梁洋と築地市場他を合●復興関連tL設祥 /関東大震災からの復興泄設と近●It梁,こよる隅円すの

景■/Ⅳ Ⅵ

⑩ 迎賓館tf坂計官 /明 7.の・Fr代イヒにおける洋ll建築と迎費第^の保存再生/Π  Ⅳ

⑪ 聴竹居 /伝統を生かし 近ヽの環境工学の思想を取り入れた年lF/1 H

l● 箱れの大規模木造宿泊施設計 /日 本古来の伝続lF法を生 7■ した温泉tl館建築と景観/Ⅲ lV

O 肥直線 (口疵児島本 .・ )/黎 明朝t「道
=●
(英独来)の 日本的民幌/V Π Ⅳ

⑭ 笛岡人幡●■内の旧神奈川県立近代美II館 /社寺境内に挿入さ良■だモ′ニズム建築のイヽ表/Ⅳ  I

O 有口の文化1勺景観′町並 L業  文化施設=/20世
紀に世・ .発展した伝続産業景観の●表/V Ш

⑩ 旧朝倉氏は イヽ官山ヒルサイドテラス /近代建築理論の具■化と民間による都市周=部
開発/■  lV

O 小岩丼農場 /FI・米牧畜業の近代技術を導入し営まれ杭■ている農場コミュニティの景観/V 可

0 西条の酒造施設群 /20世紀に世続発展した伝・L産業景観の代表/V ■

l19 東海道‐Fl幹線 /高速 大量輸送旅客鉄道システムの原点/1 Ⅳ

① l■賀上野

"Ftttr文
化的景凱 /旧城下町の都市景観にあわせた近代建築■のヽ表例/V Ⅳ



(男 J糸氏2)

世界文化遺産選 定 のた めの評 ll基準
0人類の創造的才能を表す傑作であること.
Gう 建築や投術、記念碑的芸術、者

`市

言画、景観設計の整展に関連 L´、ある期間にわた

る、又は世界のある文化国における人類の価 l●観の重要な交流を示していること。

(i五)現存する、あるいはすでに消l■
‐
した文化的伝統や文明にr‐5する独特な あるいは少な

くとも稀な証拠を示していること.

(ムう人類の膠史の重要な段階を物語る建築様式、建築的又は技術的な集合体の類型、景観

に関する顕著な例であること.

0あ るひとつの文化 (または複数の文化)を代表する伝統的居住形態 JサL利用、若し
くは海洋利用の頭著な例であること.又は、人類と環境との相互のかかわり今いを代
表する顕著な例であること.特に抗しきれない変化によりその存続が危ぶまれている
もの。

(vD頭著な普遍|1価値を有する出来事、生きた伝統、思想、信仰、芸術的作品、あるいは

文字的作古ヽと直接または明白な関連があること (こ の基準は他の基準とあわせて用い    ‐

1,れることが望ましい)
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1 伊賀市庁舎(旧上野市庁舎)

昭和 39年 (1964)完成

鉄筋コンクリート造 3階建

設計 坂倉準ニ

上野公国の裾に建つ二連の坂倉準
=建
築群の一棟。当時の上野市長豊岡益人の

発寒で、上野市役所の他、二重県上野分庁舎、上野市公民館、上野市立西小学校、

上野市立崇広中学機 上野公園レスレ ウヽスが建設された。それらの内現存する0

1ま、本建物と西小学校体育間、上野公園レストハウスのみである。坂倉準三は、世

界的建築家ル・コルビュジェのもとで学んだ日本のモダニズム建築の先駆者で多く

の作品を残したが、建築群として存在するのはここだIナである。コンクリートとガラス

と鉄の素材感をシンプルに表現し、城山の麓の景観に調和させている。

参考 建築家坂倉準三「モダニズムを生きる1人間、都市、空間」

4



2 上野西小学校体育館

昭和 41年 (1966)完成

鉄筋コンクリート造 2階建

設計 坂倉準=

上野西小学校校舎は昭和3フ年(1962)に完成し、引き続き体育館が建設され4年後

に完成。校舎は平成 7年 (1995)に建替えられたが、体育館と渡り廊下は存続してい

る。一連の坂倉作品と同様にコンクリート打放しで,屋根fよ当時斬新であつた鉄骨の

立体トラスで構成されている:軒の出が大きく深い陰影を醸す。そのおがげでコンク

リートは美ししヽ表情を保つている。ここでも国立西洋美術館のディールが採用されて

いる。

参考 近代建築 19659「伊賀上野と共に歩んで1西澤文隆



3 白鳳公園レストハウス

|ヽ 一　
　
ヽ

D

昭和 38年 (1963)完成

鉄筋コンクリート造 1階建

設計 坂倉準三

上野市観光協会の依頼によって:上野公園の一角にレストハウスと公衆使所が計

画された 特徴的な傘型の建物は APoしo興産の■連のスタンドで採用されたデザ

インを発展させたのとも考えられる。公衆使所は公園の傾斜を利用し半地下とし、視

界に入らないよう
=夫
し、その屋上は展望台としている。傘型のデザインIよ上野西

小学校の渡り廊下と共通している。

参考 近代建築 19619「伊賀上野と共に歩んで」西澤文隆
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